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篠
岡
神
社
報 小牧市の構成(小牧区長会HPより) 

 

「
篠
岡
」
の
地
名
の

由
来
は
、
明
治
三
十
九

年
に
遡
り
ま
す
。
当
時

こ
の
地
域
に
あ
っ
た

陶
村
＝
上
末
と
下
末
、

池
林
村
＝
池
之
内
と

林
、
大
野
村
＝
大
山
と

野
口
、
大
草
村
が
合
併

し
、
篠
岡
村
が
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
上

末
、
下
末
、
池
之
内
、

林
は
「
味
岡
庄
」
、
大

草
、
大
山
、
野
口
は
「
篠

木
庄
」
と
言
う
中
世
に

荘
園
が
置
か
れ
た
当

時
そ
の
二
つ
に
属
し

た
事
か
ら
、
味
岡
の

「
岡
」、
篠
木
の
「
篠
」

の
一
字
ず
つ
を
取
り
、

「
篠
岡
村
」
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
所
謂

「
合
成
地
名
」
と
言
う

も
の
で
、
近
隣
で
有
名

な
地
名
と
し
て
豊
山 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
春
神
社
考
」  

 

町
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

豊
山
町
は
豊
場
村
と

青
山
村
が
合
併
し
、
そ

の
一
字
ず
つ
を
取
り

現
在
の
町
名
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
様
事
例

は
全
国
的
に
見
ら
れ

る
も
の
で
、
先
に
記
載

し
た
「
池
林
村
」
や
「
大

野
村
」
も
同
様
で
す
。

尚
「
陶
村
」
は
、
平
安

時
代
中
期
の
辞
書
「
和

名
類
聚
抄
」
に
記
載
の

あ
る
尾
張
国
内
の
陶

器
の
産
地
「
主
恵
郷
」

を
由
来
と
す
る
も
の

と
さ
れ
ま
す
。 

 
ま
た
、
篠
岡
村
は
成

立
か
ら
廃
止
ま
で
の

間
、
東
春
日
井
郡
に
属

し
ま
し
た
。
東
春
日
井

郡
は
明
治
十
一
年
発

足
の
春
日
井
郡
が
明 

治
十
三
年
に
東
西
に

分
割
さ
れ
て
成
立
し

た
郡
で
、
現
在
の
小
牧

市
、
春
日
井
市
、
守
山

区
、
尾
張
旭
市
、
瀬
戸

市
の
大
部
分
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
名
東
区
、
千

種
区
の
一
部
も
含
み

ま
す
。
篠
岡
村
は
昭
和

三
十
年
に
小
牧
町
等

と
合
併
し
小
牧
市
と

な
っ
た
事
で
東
春
日

井
郡
所
属
で
は
な
く

な
り
、
ま
た
当
郡
自

体
、
昭
和
四
十
五
年
の

尾
張
旭
市(

そ
れ
ま
で

は
旭
町)

の
市
制
移
行

で
消
滅
し
ま
し
た
。
七

十
歳
以
下
の
方
で
は

東
春
日
井
郡
と
言
う

呼
称
を
使
う
方
も
な

か
な
か
見
え
な
い
か

と
思
い
ま
す(

裏
へ) 

「
篠
岡
」
に
つ
い
て 

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
こ
の
小
牧
市
東
部
は
、
ご
存

知
の
通
り
「
篠
岡
地
区
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
篠
岡
」
は
、
ど
の
様
な
経
緯
で
成
立
し
た
地
域

な
の
で
し
ょ
う
か
。 



(
続
き)

が
、
「
東
春
信
用
金
庫
」
、

「
東
春
酒
造
」
等
の
会
社
名
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

先
述
の
「
主
恵
郷
」
＝
現
在
の

上
末
下
末
、
と
言
う
説
は
、
主
恵

郷
が
当
時
の
山
田
郡
内
で
あ
っ
た

事
か
ら
当
職
と
し
て
は
懐
疑
的
で

恐
ら
く
千
種
区
～
尾
張
旭
市
に
か

け
て
の
何
処
か
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て

も
篠
岡
古
窯
群
や
正
福
寺(

大
山

廃
寺)

の
存
在
を
見
る
に
、
篠
岡
地

区
に
は
古
く
か
ら
人
が
住
む
歴
史

の
あ
る
地
域
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。 
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三
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野
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八
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上
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八
幡
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歳
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天
満
天
神
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歳
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二
月 

二
日 

池

之

内

八

幡

神

社

厄

除

祈

祷 

 

上
末
八
幡
社
厄
除
祈
祷 

 

天
満
天
神
社
各
種
祈
祷 

 

九
日 

野
口
神
明
社
厄
除
祈
祷 

 

三
月 

二
十
三
日
野
口
神
明
社
祈
年
祭 

 

三
明
神
社
祈
年
祭 

 

池

之

内

八

幡

神

社

祈

年
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天
満
天
神
社
祈
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野
口
八
幡
社
祈
年
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※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
予
定
及
び
詳
細

な
時
間
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下

さ
い
。 

 

お
知
ら
せ 

 

正
月
期
間
授
与
所
開
設
に
つ
い
て 

 

お
正
月
期
間
の
御
守
等
の
授
与

に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
と
な
り

ま
す
。 

上
末
八
幡
社
…
一
日
午
前
の
み
有

人
、
十
五
日
頃
迄
無
人
に
て
対
応
。 

天
満
天
神
社
…
一
日
零
時
よ
り
正

午
頃
迄
有
人
、
十
五
日
頃
迄
無
人

に
て
対
応
。 

※
両
社
と
も
無
人
対
応
は
野
菜
の

無
人
販
売
所
の
様
な
形
式
で
す
。 

 
新
年
団
体
祈
祷
に
つ
い
て 

 

下
末
の
天
満
天
神
社
で
は
、
企

業
・
団
体
向
け
の
新
年
祈
祷
を
予

約
制
に
て
執
り
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

厄
除
等
の
祈
祷
に
つ
い
て 

 

池
之
内
、
上
末
、
野
口
の
各
神

社
に
於
け
る
厄
除
祈
祷
は
、
地
域

回
覧
で
の
募
集
に
よ
り
上
記
祭
典

予
定
の
通
り
に
執
り
行
い
ま
す
。

下
末
天
満
天
神
社
に
つ
い
て
は
下

末
在
住
で
な
い
方
も
当
日
申
込
が

可
能
で
、
厄
除
、
家
内
安
全
、
合

格(

学
業
成
就)

祈
祷
を
執
り
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
十
二
月
中
旬
以

降
に
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

天
満
天
神
社
拝
殿
前
改
修
報
告 

 

本
年
八
月
、
下
末
の
天
満
天
神

社
で
は
拝
殿
か
ら
蕃
塀
ま
で
の
間

の
地
面
の
洗
い
出
し
施
工
を
行
い
、

車
椅
子
等
に
よ
る
ス
ム
ー
ス
な
移

動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
蕃
塀

の
東
西
い
ず
れ
か
に
車
を
寄
せ
て

い
た
だ
く
と
、
砂
利
の
上
を
移
動

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
、

車
椅
子
で
の
段
差
へ
の
乗
り
上
げ
、

蕃
塀
へ
の
接
触
に
は
ご
注
意
下
さ

い)

。 

 

次
回
発
行
予
定
に
つ
い
て 

「
篠
岡
神
社
報
」次
号0

0
7

号
は
、

三
月
中
旬
頃
発
行
予
定
で
す
。 

 

  

 


